神戸バイオテクノロジー研究・人材育成センター利用申請書
令和　　　年　　　月　　　日

入居希望居室：○○○（←ご記入ください。）
	所属機関

・組織
	ふ り が な
機関・組織名
	
	機関・組織の
代表者氏名
	　

	
	所 在 地
	〒
                                 Tel.

                                 Fax.

	申請

代表者
	ふ り が な
氏名

	　　　　印
（役職：　　　　　　　）
	生年月日
	西暦１９　年　　月　　日（　　歳）


	
	
	
	E-mail

アドレス
	

	
	所属部署名
	
	

	
	事務連絡先
	上記の方と異なる場合、氏名･連絡先TEL・FAX・E-Mailをご記入ください。
	

	入居希望期間
	令和　　年　　月　　日　～令和　　年　　月　　日　


	最終学歴
	　昭和○○年　○○大学○○学部卒業

	学位
	　昭和○○年　博士号（○○学）取得（○○大学）

	主な職歴と
研究内容
	（記入例）
　昭和○○年～○○年　○○大学○○学部助手
　　○○○○について研究
　昭和○○年～○○年　○○大学○○学部研究員
　　○○○○に関する研究に従事
　昭和○○年～○○年　○○大学○○学部教授
　　○○○○について研究


　　　　　　　（代表者名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○大学等（又は複数大学等）全体としての考え方を記入してください。

	センターを利用する目的及び見込まれる効果

	本センターの利用の目的及び見込まれる効果を具体的に記入してください。（センターの目的や基本的コンセプトに配慮してご記入ください）




	研究テーマ

	テーマ『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

（概要）

・研究テーマについて簡潔にご記入ください。

国の研究費を受けている場合はプロジェクト名をご記入ください

・

・

文部科学省他のプログラムへの応募状況
・

・

	研究体制

	· 研究体制についてご記入ください。(共同研究者等も記入)




	その他、大学・研究機関等との連携や神戸医療産業都市構想との協力・連携の可能性についてご記入ください。

	

	人材育成、情報発信などについてどのような実施・協力ができるか、出来るだけ具体的に記入してください。

	


※　記入欄が不足する場合は、適宜拡幅して記入してください。

※　以下は実験スペース及び動物飼育スペースの入居希望者のみ記載してください。
	研究実験用設備の持込
みの有無及びその名称
	無・有（
                                    　            ）

	研究実験用特殊設備の
使用の有無及びその
名称
	ドラフト・安全キャビネット・クリーンベンチ・その他

	試
験
材
料
	 　取扱薬品類
   
	種類
	 年間使用料（㎏/年）
	保管料（㎏）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	危険物、毒性ガス
高圧ガス等
	種類
	 年間使用料（㎏/年）
	保管料（㎏）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	電
気
・
ガス
・
水
の
使用
	　　 電気
	種類
	 最大使用料（Kw/日）
	最大使用料（Kw/年）

	
	
	100V単相
	
	

	
	
	200V単相
	
	

	
	
	200V３相
	
	

	
	　　 ガス
	種類
	 最大使用料（/日）
	最大使用料（/年）

	
	
	都市ガス
	
	

	
	
	その他の燃料ガス
（　　　　　　　　）
	
	

	
	     水
	水道水
	
	


　　
	廃
棄
物
	特別管理
産業廃棄物
	種類
	年間廃棄量（本/年）

	
	
	廃乾電池（単３基準）
	

	
	
	廃蛍光灯管球（蛍光管40W基準)
	

	
	その他の産業廃棄物
	ガラスくず・陶磁器くず
	（㎏/年）

	
	リサイクル対象物
	種類
	年間廃棄量（㎏/年）

	
	
	紙類
	

	
	
	瓶缶類
	

	
	 一般廃棄物
	種類
	年間廃棄量（袋/年）

	
	
	可燃性ごみ(60L袋基準)
	

	
	
	生活系プラスチック類(60L袋基準)
	

	
	
	生ごみ(60L袋基準)
	

	実験系廃棄物
	 特別管理
 産業廃棄物
	種類
	年間廃棄量（Ｌ/年）

	
	
	廃油（　　　　　　　）
	

	
	
	その他（　　　　　　）
	

	
	 その他の産業廃棄物
	実験系プラスチック・金属くず
	（㎏/年）

	
	 リサイクル対象物
	種類
	年間廃棄量（㎏/年）

	
	
	試薬びん
	

	
	
	その他
	

	
	 動物実験廃棄物
	種類
	年間廃棄量（㎏/年）

	
	
	動物死体
	

	
	
	動物実験飼育用おがくず等
	

	   そ　　の　　他
	


※　以下は遺伝子組換え実験を行う入居希望者のみ記載してください。
 遺伝子組換え実験について
	拡散防止レベル（注１）
	

	設備
	

	実験目的・概要
	

	安全確認体制
	

	その他
	


（注１）拡散防止レベルがP1A、P2Aなどの場合、動物名を括弧書きで示すこと
　（例：P1A（小型淡水魚）、P1A（マウス））。なお，動物を飼育せず実験措置のみ行う場合は、括弧内に「実験処置のみ」と示すこと（例：P1A（マウス・実験処置のみ））。
（注２）入居決定後、申請書と別に実験計画の届出を提出してください。

実験計画の届出承認を得ないと実験は開始できません。

　　　　　　　　　　　　　　　  


